
令和７年度 自己評価及び学校関係者評価書 

令和８年３月18日 

札幌市立石山緑小学校 

１ 学校教育目標    『未来を見つめ たくましく 人間性豊かに学び続ける子どもの育成』 

２ 本年度の重点目標  『なりたい自分に向かって みんな前進！』 

３ 自己評価結果に対する学校関係者評価  
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学
ぶ
力
育
成
プ
ロ
ジ
□
ク
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○主体的な学習者の育成 

・「課題探究的な学習」の充実 

・生きて働く「学び」の実感＝本物の経

験 

・家庭学習の定着と充実 

○情報リテラシー（情報収集力、分析

力、活用力）の向上 

・ICTの効果的な活用・適切な自己管理 

○基礎基本の知識・技能の確実な習得 

○どの子も「分かる」「できる」「楽し

い」授業 

・ユニバーサルデザインを意識した授

業展開、環境整備 

○「なりたい自分」の実現に向けて 

・キャリアパスポート 

豊
か
な
心
育
成
プ
ロ
ジ
□
ク
ト 

○自治的な活動の推進 

・PLUSのまほう 

○相互承認の感度の向上 

・石山緑のあいうえお 

・「あこがれ」「さすが」いっぱい 

○主体的な学び手となる読書指導 

・読書の楽しさを実感する機会の充実 

・各教科学習とのリンク 

○道徳教育の充実 

・いじめは絶対に許されないという意

識の醸成 

健
や
か
な
体
育
成
プ
ロ
ジ
□
ク
ト 

○挑戦したくなる三間（仲間・時間・空

間）の設定 

・運動機会の充実 

・環境整備 

○ウェルビーイングにつなげて 

・健康教育 

・食育指導 

○安全教育と事故指導能力の向上 
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特
別
委
員
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○子ども支援委員会 
・学びの支援 
・いじめ防止 
○みどりんカリキュラム 
・評価、教材採択 
・みどりんタイム（総合的な学習
の時間）、教科部会 

○学校保健安全委員会 
・学校安全  ・アレルギー対応 
○CS準備・幼保小中の連携 
・小中一貫した教育  ・地学協 
○予算委員会 

学校関係者評価 

委員による意見 

○改善の方策にある通り、今後も継続した各業務（事業）を確実に推進していただければと思いま

す。 

○地域との取組も、引き続きよろしくお願いします。 

○児童アンケートから全体的に自己肯定感が高いと感じられました。体育館が入りやすいところに

位置していること、玄関ホールが運動してもよいスペースになっていることなどから、運動する

ことが身近になっていることがよいと思います。 

○疲れている心をもっている児童に訪れやすい部屋を整えるなど様々な工夫も感心いたしました。 

○地域との関わりの中で、安心して暮らしていることを少しでも感じていると思います。 

○小中一貫の考え方で関わりをもち触れ合うことも「中学生の壁」と言われる不登校などの問題も

クリアできるのではないかと、とても期待がもてます。 

○「すぐーる」を活用した情報発信も大いに期待しています。PTAからの発案も学校と保護者の関

係に役立つことも多く、よりよい学校生活を送れると思います。 

○日常的に校長先生と児童が関われる空気感づくりもお人柄によるものだと思っています。全体的

に明るい雰囲気を感じるのは教職員の皆さんと児童がよい関係を築いていることがよく分かりま

す。 

○石山中学校との交流が増えて、保護者から好評の声が聞こえています。中学進学時の不安を少し

でも軽減できる方策はとても良いと思います。 

○冬季の運動は大変かと思いますが、体育館内以外でも冬季オリンピック種目のようなスポーツを

体験する機会があったらいいなと思います。 

○思いを伝えたり、意見を発言したりするのが課題なのかと思いました。 

○豊かな心の部分は肯定的なアンケート結果であり、達成状況は「Ａ」でもよいのではと思いまし

た。また、以前お伺いした個に応じた対応の工夫から特別委員会の達成状況も「Ａ」でよいと思

います。 

○跳び箱・マット週間を設定することは、担任が児童に器具用具の準備をさせるのに要する時間の

短縮となるから、常時あることで時間も親しむ機会も増えるとてもよい取組だと思います。 

 


